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「総合的な学習」カリキュラム開発における

デジタルポートフォリオの活用†

後藤康志●・生田孝至

新潟県新津市立小合東小学校◆・新潟大学教育人間科学部

カリキュラム開発に関わる情報を教師,保護者,地域で共有し,意見交流する新たな試みとし

てデジタルポートフォリオを活用した.結果として,①デジタルポートフォリオの情報提示機能

によりカリキュラム開発に関わる情報を簡便に提供できること,②デジタルポートフォリオの意

見交流機能の活用によりカリキュラムの評価・改善こ資する意見交流が行えることが示唆された.
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1.　は　じ　め　に

平成14年度から「総合的な学習」が本格実施され

ち.寺西(2000)は, 「総会的な学習」において「育

てようとする力は,一人の教師自身にとどまらず,総

合学習に関わる教師たちの間で,あるいは,時には学

習者自身である子どもや親や地域の人々をも含め,共

有化されていることが必要」であるとし,那)キュラ

ム開発における保護者,地域住民,専門家等の外部人

材の参画の必要性を指摘している. 「総合的な学習」

を通して子供に付けたい資質・能力は何か,そのため

にどのような意図で教育活動が展開されているのかと

いった情報を教師・保護者・地域で共有化したり,そ

れに基づいて意見交流したりといったことが大切であ

る.

しかし,多忙化する教育現場で,意見交流のための

会を頻繁に開いたり,印刷物を数多く発行したりする

ことは負担が大きい.このため,カリキュラム開発の

多くは,校内のみでなされることが多かった.

そこで,本研究ではカリキュラム開発に関わる怖報
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を簡便に公開し,意見交流する新たな試みとしてデジ

タルポートフォl)オの活用を提案する.本研究でいう

ポートフォリオは,学習者が作成する学習者ポートフ

ォリオではなく,教師が自らの教育活動を記述し,実

践を改善するための教師ポートフォリオである.教師

ポートフォリオには,子供に付けたい資質・能力とそ

れに迫るための学習活動の計画案,その結果として子

供がどのように活動したのかという活動の記録,教師

自身の考察が加えられる.これをWebページ化する

ことで,保護者や地域の人々と「総合的な学習」に関

わる情報を共有し,意見交流するものである.これに

より,時間的・空間的制約を受けないカリキュラムの

評価と改啓が可能になると考えられるが,そのような

実践の知見は蓄積されていない.以上を受けて,本研

究の目的は次の3点である.

①付けたい資質・能力を明瞭にした「総合的な学習」

のカリキュラムの試案を作成し,実施する.

②デジタルポートフォリオの情報提示機能によりカリ

キュラム開発に関わる情報を簡便に提供できたか検

討する.

③デジタルポートフォリオの意見交流機能により,カ

リキュラムの評価・改善に資する意見交流がなされ

たかを検討する.

2.研究の方法

2.1.デジタルポートフォリオの機能

2.1.1.情報提示機能

デジタルポートフォリオで提示する情報は, 「付け
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表1付けたい資質・能力の記述例
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・お店に行って調べる.

・実際に作ってみる.
・よく知っている人に開いてみる.
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図1学習活動の計画案の例

たい資質・能力」, 「学習活動の計画案」, 「活動の記

録」である.

まず「付けたい資質・能力」についてであるが,車

体的問題解決能力を追求意欲や計画して調べる九　表

現する力といった能力に分け,学習活動を通して子ど

もたちにどのような姿を期待するのかを,保護者が理

解できるよう具体的に記述する.表1はその記述例で

um

次に, 「学習活動の計画案」についてであるが,単

元レベルの計画案をA4用紙で1枚分程度の分量に

まとめ,記述する.内容は時間配分,主な学習活動,

留意点などについてであり,保護者が読むということ

を前提とした平易な記述とする.図1は学習活動の計

画案の例である.

食後に「活動の記録」であるが,授業風景の写真や
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表2　デジタルポートフォリオの位置付け

カリキュラムの

計画 .失地

情報の提供と交祝のための手段

テ′ジタルポートフォリオ 惣統合, 便り1L と

計画段曙 .→ 指導計画の肢要の W eb ペ 【アンケー ト軸 】

【学級愁枚会】(2 月～3 月) - ジ化
く付けたい資質 . ◆一→主な学習活動と, その意図 ◆.→ 付けたい印 .

能力についての能力の明確化> について紀戟

< 稔合的な学習の ◆→ 単元で 「付けたい資質 . 能 意見交換

年間活動計画の公 力」と, 「学 習活動の計画 竺荒 農 芸りー

閉> 案J W eb ベI ジ化

失地段階 ◆→ 授業の大まかな流れを

【学級 .学校便り】

→授業の様子につ

(4 月～12 月) W eb ページ化

< 学習計画の立案 ●→ 「活動の記録 I W eb ペ- ジ

(4 月)> 化 (以下随時)

→E -m ai一. 掲 示 板, メッセ

.学習 .飼壷の計

画作り

いて紀載

【学級 .学校便り】

ll.授業の様子につ

< 閑査活動 (5 月 ー ジボックスによる交配

～11 月)> (以下随時)

. m んばの生き物 ◆→ r田んぼの生き物調べ」網 いて記載

【捻会学習発表会】

開ペ 査の梯子を静止画, 動画仲

.米作り農家の工 報でW eb ぺl ジ化

夫や苦労 .ll→「ほたるのすみか作 り」の
.新潟県はなぜ米 活動の梯子の W eb 化, 協

どころ ? 力依頼
< 総合学習発表会 一l→ 総合充来会の動画. 発表資

(11月)> 科 の W eb 化, メッセージ

.発表形式の決定 ボックスによる情報交洗

し、 ◆→ まとめのポー トフォリオの

W eb 化, メツlt:ー ジポ ッ
.......

の発表会 をきき.

感想 などのコ. まとめ タスによる情報交流 メント紀入

・-は双方向交i私　-は一方向交紀を示している.

ビデオ映像,子供の作品,調査データ,子どもが作成

したポートフォリオ,教師によるコメントなどが含ま

れる.

2.1.2.意見交流機能

意見交流が円滑に行えるように, Web掲示板シス

テム,メッセージボックスの設置とE-mailの活用を

行う.

表2は,情報提示と意見交流におけるデジタルポー

トフォリオの位置付けを示している.学習のねらいや.

学習活動の予定,子供の活動の様子については,学

級・学校便りや学級懇談会を通して保護者にも伝えて

いくが,あくまでも一方向である.

デジタルポートフォリオには,印刷・配布といった

時間が短縮できる,時間的・空間的な制約から解放さ

れる,更新が容易で速報性が高いなどの特性があり,

日常的に双方向の意見交流が可能となる.こういった

特性を生かし,学級・学校便りや学級懇談会などを補

完した,きめ細かい情報提供と意見交流を目指す.

2.2.開発環境

サーバーはWindows2000serverでWebサーバー

としてはIIS5.0,ホームページの閲覧の状況を集計

するためにWeb-LOGを利用した.サーバーはISDN

回線を利用したダイヤルアップサーバーであり,タイ
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ナミックIPサービスを利用して接続する.

Webページ作成にはホームページビルダー6,

MS-Word2002, -太郎, Dig-Webを利用した.各種

言己録用機器としてはデジタルレコーダーSharp

MPEG4 Digital Recorder, Fuji Film FinePixl500

などを利用した.

2.3.対象・実施時期

K小学校1・2年生生活科, 3-4-5-6年生「総合

的な学習」を対象とする.実施時期は平成13年2月

から平成13年11月である.

2.4.評　　価

①情報提示機能によりが)キュラム開発に関わる情報

を簡便に提供できたかを,作業メモ,アクセスログ

から評価する.

②意見交流機能によりが)キュラムの評価や改善に資

する交流がなされたかを,掲示板, E-mail,メッ

セージボックスの記述から評価する.

3.結果　と　考察

3.1.情報提示機能について

3.1.1.作業メモの分析

年間の活動計画案,授業の活動記録などのWebペ

ージ化には,専用のホームページ作成ソフトを利用す

るのではなく,普段使用している一太郎やMS-Word

といったワープロのHTML形式及びPDF形式での

書き出し機能を利用した.このため,校内で作成した

文書を,若干の修正のみでWebページ化することが

できた.また,テンプレートを作っておき,写真と説

明を入れるだけで活動記錨化できるようにしておくよ

うにしておくことで,簡便にWebページを作成する

ことができた.また,画像に簡単なコメントを加える

ことができるフリーのソフトウェアなどを利用するな

どしそ, Webページ作成のための作業を軽減できる

ことが分かった.

また,デジタルポートフォリオならではの動画によ

る情報提示も簡便にできた.本校のサーバーはタイヤ

!ルアップのWebサーバーであるため,あらかじめ短・
l

いビデオクリップに分割して撮影するなどの工夫が必

要であったものの, ASF形式の動画を記鍾できるデ

ジタルレコーダーは非常に筒単に扱えた.

3.1.2.アクセスログの分析

アクセスログから, 8月10日～10月3日までのペ

ージごとのアクセス数を集計し,アクセス回数50回

以上のページを上位からソートした(表3).このア
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表3　アクセス回数の状況

内 容

情報提示 .意見交換 アクセス数

付
け
た
い
資
質
能
力

学
普
描
動

の
冨十
画
案

港
動
の
嘗己
I*

悲
見
交
汰

新着情報 .学習掲示板 ○ 598

水田ライブカメラ ○ 74

ほたるのすみか活動記録(り ○ 63

ほたるのすみか活動記録② ○ 60

5年生総合学習 ○ 54

2年生総会学習 ○ 53

総合学習 トノブページ ○ 51

クセス回数は,校内からのアクセス分は含んでおらず,

外部からのアクセスのみである.

これを見ると, 「意見交流」の新着情報・学習掲示

板のページが衷多であり,次いで「活動の記録」の水

田のライブカメラ情報, 「ほたるのすみか」活動記録,

各学年の活動記録と続いている.以下,各学年の活動

については40-50アクセス程度となっており,各学

年ともインターネットを見ることのできる家庭では自

分たちの学年の活動に関心を払っていることが分かる.

しかし, 「付けたい資質・能力」 , 「学習活動の計画

案」などについては参照が少なく, 「付けたい資質・

能力」ページはこの時期30アクセス程度, 「学習活動

の計画案」は10アクセス以下である.

この理由として,まずページそのものの畳の差が挙

げられる.アクセス解析を行ってみて初めて気が付い

たことであるが, 「付けたい資質・能力」や, 「学習活

動の計画案」のページはアクセス数が少ないだけでな

く,ページ数そのものが少ないのである. 「付けたい

資質・能力」や, 「学習活動の計画案」はカリキュラ

ムの計画段階に作成するだけであるのに対して,活動

記録は活動するたびにページが増えていくので,その

差は開く一方であった.

また,リンク構造の問題もある.保護者としては最

も関心があるのは「活動の記録」であろうから,そこ

から関連情報として「付けたい資質・能力」や, 「学

習活動の計画案」 -導くようなリンク構造が必要であ

った.しかし,そのようなリンクがなかったため,ア

クセス数も上がらなかったと考えられる.
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表4　保護者によるコメント例

自分たちで調べて,まとめてみる学習も,答えが一つとは限

らないので,いろいろな意見が出て良いのではないか.今の
子どもたちは,君われたことしかできない子どもが多いので,
どんどん学習してほしい(保護者).

3.2.意見交流稜能について

3.2.1. 「付けたい資質・能力」について

「付けたい資質・能力」に対する意見として,自ら

問題を見つけ,調べて発表するような力を付けていく

ことが必要である,というコメントが寄せられた.表

4は,その一例である.

おおむね表4のように「総合的な学習」で主体的に

問題を解決する能力を付けることに期待している,と

いう趣旨のコメントを得ることができた.

しかし,得られたコメントは,表4で見るようにか

なり一般的なものが多かった. 「付けたい資質・能力」

を教師・保護者・地域が共有するということは, 「こ

のような学び方ができる子供にしたい」という具体的

な行動のレベルで子供の姿を語れることであると考え

る.例えば表1の「計画して調べる力」であれば,

「この課題では,自分から進んで地域の専門家にイン

タビューして,それをまとめるような学習ができるよ

うであってほしい」というレベルである.しかし,そ

のような記述は見当たらなかった.

ここから得られる改善の方向としては,子供の間脳

解決にもっと保護者や地域から支援者やアドバイザー

として参加してもらうようなが)キュラムを作る,と

いうことが挙げられる.

3.2.2. 「学習活動の計画案」について

「学習活動の計画案」については,保識者として授

業に協力するという立場からのコメントが多かった.

表5にその例を示す.

このことから,事前に「どのような意図で,どのよ

うな学習を行うのか」という情報を,教師・保護者が

共有する活動なり,情報提示なりをカリキュラムに位

置付ける必要があるといえる.今回もカリキュラムの

計画段階で「学習活動の計画案」を示すことにはなっ

ていたが,前述のようにページそのものへのアクセス

が少なく,保護者に十分に伝わっていなかった. 「学

習活動の計画案」については懇談会・便りなどでまず

知らせ,その段階で意見交流を行い,その後にポート

フォリオはそれを補足する,というように使い分ける
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表5　保護者によるコメント

テーマは分かっているが,具体的な取り組みが分からず,突然
協力を求められても困るときがある.全体計画,全体像が見え

てこないものがあるので,もう少し情報が欲しい(保穣者).

必要がある.

3.2.3. 「活動の記錨」について

「活動の記録」については, 「発表内容がよく調べて。

あって鮮いた」 「自分たちだけでよく調べたと思う」・

というような賞賛や子供に対する励ましが多かった.
1

また, 「酎象が多くて重いので,精選したらどうか」-

「画像に説明が欲しい」といったデジタルポートフォ

リオそのものに対するリクエストもあり,それに答え

る方向で改善を行うことができた.

4.ま　と　め　'】

以上をまとめると次のことが言える.

(1)情報提示機能の活用によりカリキュラム開発に閲わ・.

る情報を簡便に提供することができた.しかし.

「付けたい資質・能力」や「学習活動の計画案」」

のアクセスを増やすためにぺ-ジ数やリンクを検討Lj
l

する必要がある.　　　　　　　　　　　　　　1

(2)意見交流機能の活用により「付けたい資質・能力」 :

についての教師・保護者の意見交流ができた.しか

し,内容が一般的なレベルにとどまっているので,

具体的な子供の姿で語れるように,問題解決にもっ

と保識者や地域から参加してもらうような活動を取,

り入れたカリキュラム作りを進める必要がある.

(3)意見交流機能の活用により「学習活動の計画案」に

ついては情報が不十分であることが分かった.学勘

便りや懇談会などで「学習活動の計画案」の情報提i

示と意見交流をまず行い,補足としてデジタルポーj
トフォリオを活用するようなが)キュラムを作る必1

.1

l

安がある.　　　　　　　　　　　　　　　　　　.
」
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